















































































第5章では、 H，O，/Hlぜ0，水溶液を用いた化学処理およびその後の NH，水溶液を用いた水熱処理により、 Ti-6A1-4V合
金造形体表面に生体活性な TiO，膜の合成が可能であることを明らかにしている。さらには、その後の疑似体液浸漬処
理により、骨伝導能を持つ骨類似アパタイトが析出することを明らかにしている。
第6章では、造形パラメータの適性化により生体為害性を示さない Ti-15Zr-4Nb-4Ta合金を電子ピーム積層造形法で
作製可能であることを明らかにしている。さらには機械的性質、疲労特性および耐食性の視点、から、生体骨代替用金
属材料として有効であることを示している。
以上のように、本論文は材質・構造設計の視点から、生体用チタン合金への生体骨類似力学機能付与およびその機
能制御を可能にする新規手法・概念を与えるものであり、材料工学の発展に寄与するところが大きい。
したがって、本論文は博土論文として価値あるものと認める。
